
住民と行政のパートナーシップの形成

主要施策 1.参加と協働によるまちづくりの推進

総務課長　杉安明彦
作
成
者

総合計画
（基本計画）体系

評価対象
施策名

0826-42-5611

基本方針

10005
電話

役職・氏名

審査会の運営
前年度並
み配分

前年度並
み配分

行政相談事業 一日総合相談の開設
1,631

関係機関と連携した一日総合相談の充実

現状の課題、意図、今後の展望のキーワード 考えられる施策指標候補

●市内の行政区に498人の行政嘱託員と18人の補助員を配置し月2回の通知広報を配布している（行政嘱託
員の高齢化と世代交代が課題）
●行政情報の伝達手段としてお太助フォンの活用を検討する必要がある
●年に1回、総務省及び広島県、司法書士会などと合同で一日総合相談を解説しているが利用者が少ない
●市が保有する情報を積極的に開示することで市民とのパートナーシップを形成している
●市が保有し扱う個人情報は適切に管理している

重点化

①　住民意識調査
結果

3,378

③　施策の現状と
課題

ソフト事業

情報公開等の請求数

一日総合相談への相談件数

④　施策の意図、
今後の展望

●行政嘱託員制度は行政情報の提供と同時に高齢者等の見守りや安否確認にも効果を挙げてい
る（今後ともこの制度の継続を図る）
●行政嘱託員制度は維持しつつ、お太助フォンの活用により経費節減の取り組みを進める必要が
ある
●親しみやすい行政機関として行政に対する苦情相談を関係機関と連携し継続実施する
●情報公開条例及び個人情報保護条例に基づき制度の適切な運用を図る
●情報公開・個人情報保護審査会の適切な運営を図る

評価値の推移

年間の通知広報発送部
数

実績

Ｈ24

－

－

達成率 ％

目標
部

－

0.20
普通

0.40
普通

行政情報発信の充実 通知広報の発送部数

既存

既存

2・1・1
0

ソフト事業 0

430
2・1・1

情報公開・個人情
報保護事務

Ｈ25

★

－

485,760 485,760 781,920

189.7%

781,920

Ｈ26 Ｈ28

情報公開・個人情報開示
請求の件数

目標 20

達成率

実績 41

施策指標名

100.0%

％ 205.0%

件

単位

30 3030

達成率

－－

目標

実績

達成率 ％ － －

－ －

－

行政嘱託員の委嘱
ソフト事業 46,800 58,946 4,893

行政情報提供事
業

119

重要度 優先度

既存
2・1・1

46,800

Ｈ26予算

経費区分

人員数(H25)

人件費
主な予算科目

指標の説明

Ｈ24決算

58,946 0.60
高い

前年度並
み配分

備考
事業種類 Ｈ25決算

430

1,631

1,631

3,808

3,808

うち一財 うち一財 うち一財

47,230

0

0 9,902

①通知広報のデータ化を進めお太助フォンを活用した情報伝達に移行させる
②月2回の通知公報を平成27年1月から1回とする。併せて行政嘱託員報酬について減額を検討する
③一日総合相談開催の啓発を、市内は元より北広島町や安芸太田町など近隣町に対しても充実させる
④平成26年度から人権会館を拠点とする無料弁護士相談を実施する

評価コメント評価視点

①施策指標の分析

②平成26年度以降の課題
（事務事業構成、役割分担）

行政情報伝達手段であるお太助フォンの活用についての検討
と連携

安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）

事業主体 新規又は連携が必要な事務事業 説明

総務部　総務課施策コード

122

407

毎年度、年度当初に各町ごとに行政嘱
託員会議を開催し、嘱託員からの意
見、希望などを集約することで業務改
善につなげている

1.20

企画振興部情報政策
課

光ネットワーク整備事業

①通知広報の集約化が進んでいない
②一日総合相談の件数は横ばいの状況

47,230 64,385

64,385
合計

1,051,000 921278

適切な情報公開

216.4%

目標値

Ｈ23
他団体等
の状況

件

－

24 30 －

所属

500,000 300,000

Ⅱ心豊かで創造性に富んだまちづくり

年間を通して世帯
へ配布回覧された
行政情報の数

（氏名）総務部長 沖野文雄

％ 86.7%

開示請求の件数
①お太助フォンの普及は促進しながらも、行政嘱託員制度は中山間地域にとっては有益な制
度であることから、引き続き維持する

一日総合相談へ
の相談件数の推
移

高い

③総合評価
（今後の展開、事務事業の見直し等）

政策への貢献度

－ －

－ －

一日総合相談への相談
件数

目標

－

80.0%

－

25

実績 26.0

事務事業名ＣＤ

②　左記結果に対する現状分析、
住民との協議結果

行政嘱託員会議への出席率は高く（70％以上）コミュニ
ケーションは十分取れている

33

100.0% － －

１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図

２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定

３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価

４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業

５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明

10005 総務部 総務課（住民と行政のパートナーシップの形成）.xls



事務事業名ＣＤ

②　左記結果に対する現状分析、
住民との協議結果

500 500

0.0% － －

－
テーマ別懇談会の参加
者総数

目標

320

49.2%

－

320

246 0

普通

③総合評価
（今後の展開、事務事業の見直し等）

政策への貢献度

－ －64.1%

－ －

（氏名）企画振興部長 竹本　峰昭

％ 45.8%

実績 229
人

320

所属

600,000 600,000

Ⅱ心豊かで創造性に富んだまちづくり

621,197 629,766

自治懇談会、団体懇談会の参加者数の向上

103.5%

目標値

Ｈ23

ホームページのアクセス件数は増加傾向にある。

30,476 31,805

他団体等
の状況

31,575

安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）

事業主体 新規又は連携が必要な事務事業 説明

企画振興部　政策企画課施策コード

121

意識調査は実施していないが、市民と
の協働のまちづくりを推進するため、
広報紙、ホームページ、懇談会等によ
り、情報の提供・共有を行う必要があ
る。

3.10

ホームページの掲載内容を適宜更新し、最新の情報提供に努める必要がある。関係職員への周知を徹
底する必要がある。
自治懇談会、団体懇談会の開催団体が、固定化されつつあるため、振興会と連携し開催を促す必要が
ある。

評価コメント評価視点

①施策指標の分析

②平成26年度以降の課題
（事務事業構成、役割分担）

テーマ別懇談会については、その内容が市民にとって最も関心の高いものであり、市行政推
進上も重要であるものであることを念頭にテーマ設定を行い、参加者数を増やす必要がある。

H22までの実績は
支所別懇談会(6会
場)

7,555 25,37330,306

7,555

うち一財 うち一財 うち一財

Ｈ25決算

8,594

8,594

指標の説明

Ｈ24決算

23,211 7,555 2.05
普通

前年度並
み配分

備考
事業種類

重要度 優先度

既存
2.1.2.1.1

18,973

Ｈ26予算

経費区分

人員数(H25)

人件費
主な予算科目

ソフト事業 18,803 22,981 7,555 16,779
広報事業120

－ －

－ －

320

目標

実績

達成率 ％

205285

89.1%

施策指標名

103.0%

％ 60.0%

人

単位

500 500500

達成率

自治懇談会、団体懇談会
の参加者総数

目標 320

達成率

実績 192

Ｈ25

－

600,000 600,000 630,000

105.0%

648,811

Ｈ26 Ｈ28

既存
2.1.2.1.1

11,503

ソフト事業 11,503

回
－

1.05
普通

ホームページアクセスの向上 ホームページアクセス件数

評価値の推移

ホームページアクセス件
数

実績

Ｈ24

－

－

達成率 ％

目標

合計

自治懇談会、団体懇談会の参加者総数

テーマ別懇談会の参加者総数

④　施策の意図、
今後の展望

親しまれる広報紙、ホームページの掲載内容をめざし、的確な情報の速やかな提供に努める。ま
た、自治懇談会等の開催を促し協働のまちづくりを推進する。

③　施策の現状と
課題

テーマ別懇談会の参加者数の向上

現状の課題、意図、今後の展望のキーワード 考えられる施策指標候補

広報活動については、広報紙、ホームページを活用している。
また広聴活動については、テーマ別懇談会を開催するとともに、自治懇談会及び団体懇談会の開
催について促進している。
平成22年度まで「支所別懇談会」を開催していたが発展的に廃止し、新たに「テーマ別懇談会」を開
催することとした。

重点化

①　住民意識調査
結果

電話

役職・氏名

前年度並
み配分

広聴事業 人件費事業
8,594

広報広聴事業の推進

主要施策 1.参加と協働によるまちづくりの推進

課長　　山平　修
作
成
者

総合計画
（基本計画）体系

評価対象
施策名

0826-42-5612

基本方針

11004

１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図

２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定

３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価

４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業

５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明

11004 企画振興部 政策企画課（広報広聴事業の推進）.xls



事務事業名ＣＤ

②　左記結果に対する現状分析、
住民との協議結果

振興会活動の取組が地域全体の取組となっていない。
取組の周知が必要。

300 300

92.6% － －

－

委員会　　 3回
小委員会　12回
(3委員会×4回)

市民フォーラム参加者

目標

-

95.2

－

160

295 278

普通

③総合評価
（今後の展開、事務事業の見直し等）

政策への貢献度

－ －-

－ －

（氏名）企画振興部長 竹本　峰昭

％ 89.1%

実績 285
人

- 人口(32000人)の
0.5％以上の参加
者

所属

100 100

Ⅱ心豊かで創造性に富んだまちづくり

特色ある地域づく
り事業の活用実績

100 100

100.0%

目標値

ソフト事業

Ｈ23

まちづくり人材育
成事業

高齢者福祉課

危機管理室 自主防災組織活動事業

・市民フォーラムの内容については、満足度は高い。また、参加者数が目標に達した。
・まちづくり委員会は、正副委員長会議を開催したため、目標開催数を上回った。

65,080 55,643

他団体等
の状況

48,105

安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）

事業主体 新規又は連携が必要な事務事業 説明

企画振興部　まちづくり支援課施策コード

124

125

地域振興会の活動内容は理解されて
おり、高齢者支援、経済活動の支援を
望まれている。
ある程度住みよいと思われている。
(平成20年3月実施)

2.00

・市民フォーラムの内容の検討・充実による参加者増の取り組み
・各地域の特性に配慮しつつ、連合組織全体での事業となるよう啓発
・合併１０年を経過したことによる、まちづくり委員会の見直し、及び安芸高田市地域振興会連合会の組
織化

評価コメント評価視点

①施策指標の分析

②平成26年度以降の課題
（事務事業構成、役割分担）

・市民フォーラム等の内容検討及び、広報充実による参加者拡大の取り組み
・本庁と支所との連携、行政と地域振興会との情報共有・役割分担による、まちづくりの推進
・まちづくり人材育成事業の内容の検討、他事業との統合が必要である。
・まちづくり委員会の課題の整理と活動の見直し、及び安芸高田市地域振興会連合会の組織
化の検討

人口(32000人)の
1％以上の参加者

43,141 16,091

自主防災活動の推進

市民総ヘルパー構想に伴う事業

53,480

60,660

1,623

うち一財 うち一財 うち一財

1,145

1,145

Ｈ25決算

0

0

58,87554,341

46,803

0

0

指標の説明

Ｈ24決算

「自主福祉」「自主介護」への市民参加

157 162 0.35
高い

前年度並
み配分

備考
事業種類

重要度 優先度

既存
02.01.12.01.01

182

Ｈ26予算

経費区分

人員数(H25)

人件費
主な予算科目

100.0%

ソフト事業 182 157 162 2,816
市民フォーラム開
催事業

123

113.0% － －

15

17 － －

15
回

-

まちづくり委員会の開催

目標 15

実績 15

達成率 ％ 100.0%

15

-0

15

0

15

施策指標名

96.9%

％ 63.1%

人

単位

310 300320

達成率

まちづくり講演会参加者

目標 160

達成率

実績 101

Ｈ25

★

－

100 100 100

100.0%

96.9

Ｈ26 Ｈ27

既存

既存

02.01.12.01.01
63,737

ソフト事業 52,137

0
02.01.12.01.01

％
－

0.90
高い

0.00
普通

事業支援助成金の活用(特色ある地域づくり) 助成金限度額達成比率

評価値の推移

事業支援助成活用比率 実績

Ｈ24

－

－

達成率 ％

目標

合計

参加者数

④　施策の意図、
今後の展望

地域コミュニティの活動支援
(1)個性と魅力ある地域づくりの推進
(2)人材育成と情報提供

0

③　施策の現状と
課題

02.01.12.01.02
1,161

ソフト事業

既存

6,034

1,623 0.75
128

まちづくり委員会
開催事業 1,161

人材育成事業内容の充実

現状の課題、意図、今後の展望のキーワード 考えられる施策指標候補

　過疎化・高齢化の進行により、担い手が不足しており、集落や地域の自治機能確保が困難となっ
ている。地方分権の推進により住民自治を主体とする新たなまちづくりの推進が求められており、
住民と行政が協働して取り組み活力ある地域社会を形成することが重要な課題となっている。32の
地域振興組織と6つの連合組織が設置され、地域福祉、防災・防犯など地域の状況に応じた活動
が展開されている。
また、連合組織から選出された委員によりまちづくり委員会が設置されている。

重点化

①　住民意識調査
結果

普通
前年度並
み配分

電話

役職・氏名

整理統合

前年度並
み配分41,356

地域振興支援事
業 7,241

0

協働によるまちづくり支援

主要施策 1.参加と協働によるまちづくりの推進

課長　近永　義和
作
成
者

総合計画
（基本計画）体系

評価対象
施策名

0826-42-5617

基本方針

11005

１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図

２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定

３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価

４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業

５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明

11005 企画振興部 まちづくり支援課（協働によるまちづくり支援）.xls


